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町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
全
般
に
わ
た

る
施
策
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
予
算
が
一
般

会
計
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
特
定
の
事
業
を
一

般
事
業
と
切
り
離
し
、
独
立
し
た
経
理
を
行
う

の
が
特
別
会
計
で　

事
業
あ
り
ま
す
。
企
業
会

１０

計
は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の

で
、
上
下
水
道
事
業
と
病
院
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
予
算
を
中
心
に
平
成　
２２

年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納
す
る
自
主
財
源

は
、　

億
３
５
５
５
万
円
で
、
歳
入
全
体
の　

・

２７

３７

２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
は
対
前
年
度
比　

％
２.６

減
の　

億
６
５
８
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２１

特
に
平
成　

年
度
後
半
か
ら
の
景
気
低
迷
を
受

２０

け
、
町
民
税
は
個
人
・
法
人
と
も
に
大
幅
な
減

収
と
な
り
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
償
却
資

産
の
う
ち
大
河
内
水
力
発
電
所
分
が
年
々
減
少

し
て
い
る
の
が
要
因
と
な
り
減
収
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
町
税
収
入
の
増
加
は
望
め
な
い
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
に
伴
う
受
益
者
分
担
金
・

負
担
金
は
事
業
費
に
応
じ
て
計
上
し
、
使
用
料

・
手
数
料
、
諸
収
入
は
例
年
ベ
ー
ス
で
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補
助
金
や
交
付

金
は
、
依
存
財
源
と
し
て　

・
８
％
を
占
め
、

６２

　

億
１
３
０
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

４６う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
は　

億
８
７
０

２２

０
万
円
、
特
別
交
付
税
と
合
わ
せ
た
地
方
交
付

税
額
は　

億
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２６

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金
は
、
対
前
年

度
比　

・
６
％
増
の
９
億
７
７
９
６
万
円
、
そ

１２

し
て
町
が
建
設
事
業
や
臨
時
財
政
対
策
な
ど
に

充
て
る
た
め
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
は
、
対
前

年
度
比　

％
減
の
７
億
２
０
９
０
万
円
で
、
そ

５.４

の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は
５
億
６
６
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
Ｈ　

〜
１８

Ｈ　

）
の
５
年
目
と
し
て
、
歳
出
全
般
に
わ
た

２２
り
昨
年
度
に
引
き
続
き
事
務
事
業
の
更
な
る
見

直
し
と
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
経
費
を
削
減

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
）
は　

億
１
７
１
６
万
円
で
、
歳
出
全

３３

体
の　

・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
件
費
は

４５

特
別
職
（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
）
の
報
酬

等
の
カ
ッ
ト
に
よ
る
減
や
退
職
に
よ
る
職
員
減

な
ど
の
要
因
に
よ
り
前
年
度
比　

％
減
の　

億

３.５

１３

９
６
９
９
万
円
と
な
り
、
今
後
も
定
員
適
正
化

計
画
に
沿
い
定
員
・
給
与
の
適
正
化
を
引
き
続

き
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
扶
助
費
は
子

ど
も
手
当
の
新
設
と
私
立
保
育
所
委
託
費
、
障

害
者
福
祉
費
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
度
比　

・
４１

２
％
と
大
幅
に
増
加
し
、
６
億
４
４
８
万
円
と

な
り
、
今
後
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
借
り
入
れ
た
元
金

と
利
子
を
支
払
う
公
債
費
は
、
公
債
費
縮
減
の

た
め
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
繰
上

償
還
を
含
め
対
前
年
度
比　

％
減
の　

億
１
５

６.７

１３

６
９
万
円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
繰
上
償
還
等

の
効
果
に
よ
り
公
債
費
は
着
実
に
減
少
し
て
お

り
、
引
き
続
き
町
債
残
高
の
縮
減
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
で
は
、
物
件
費
と
し
て
各

施
設
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
や
事
務
事
業

全
般
に
わ
た
る
諸
経
費
な
ど
を　

億
３
１
０
１

１０

万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は
企
業
会

計
（
上
下
水
道
・
病
院
）
へ
の
補
助
金
を
増
加

し
ま
し
た
が
対
前
年
度
比　

％
減
の　

億
３
６

２.１

１９

８
８
万
円
と
な
り
、
繰
出
金
は
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
係
る
療
養
給
付
費
負
担
金
１
億

１
７
１
０
万
円
を
繰
出
金
と
し
て
集
計
し
た
た

め
対
前
年
度
比　

・
７
％
増
の
４
億
２
４
９
６

３６
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正
化
計
画
な
ど
の
着
実
な
実
行
に
よ
り
、
昨
年

度
よ
り
減
少
し
て
い
る
た
め
昨
年
度
当
初
と
比

べ　

％
改
善
し
て
い
ま
す
。

０.９
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�
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�
	



　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ
う
に
毎
年
決

ま
っ
て
収
入
で
き
る
お
金
の
う
ち
、
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の
よ
う
に
必
ず
支
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
示
す
指
標
で
財
政
の

弾
力
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が

低
い
ほ
ど
臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
、
高
い
ほ
ど
町
の
財
政
は
余
裕

が
な
い
と
言
え
ま
す
。　

〜　

％
が
適
正
。

６５

７５

�
�
�
�
�
�
�

　

Ｈ　

当
初
見
込
み　
　

・
４
％

２２

２２

　

Ｈ　

当
初
見
込
み　
　

・
７
％

２１

２２

　

平
成　

〜　

年
度
に
お
い
て
普
通
会
計
債
の

１９

２１

銀
行
等
資
金
の
繰
上
償
還
、
企
業
債
の
低
利
へ

の
借
換
に
よ
り
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
実
質
公

債
費
比
率
は　

・
４
％
と
な
り
昨
年
度
当
初
と

２２

比
べ　

％
改
善
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
負
担
適

０.３

正
化
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、
平
成　

年
度
以

２２

降
は
さ
ら
に
減
少
さ
せ
、　

年
度
で
は
こ
の
数

２６

値
を　

％
未
満
に
し
ま
す
。

１８

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準
的
な
一
般
財

源
の
規
模
の
こ
と
を
「
標
準
財
政
規
模
」
と
い

い
、
こ
れ
に
対
す
る
公
債
費
（
普
通
会
計
債
、

病
院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
事
務
組
合
債
の
神
河
町
負
担
分
）

の
割
合
を
『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
い
う
。
現

在
借
り
て
い
る
借
金
が
妥
当
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
数
値
。
こ
の
数
値
が　

％
を
超
え
る
と
町

１８

債
の
発
行
が
協
議
制
か
ら
国
・
県
の
許
可
制
と

な
り
、　

％
に
な
る
と
町
債
の
発
行
が
制
限
さ

２５

れ
「
財
政
健
全
化
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
、
普
通
会
計
及
び
企
業
会
計
（

水
道
・
下
水
道
・
病
院
）
に
お
い
て
策
定
し
た

「
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
係
る
財

政
及
び
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画
」
及
び
行

財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（

Ｈ　

〜
Ｈ　

）
等
を
確
実
に
実
行
し
、
財
政
健

１８

２２

全
化
に
向
け
、
財
政
指
標
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

性　質　別目　的　別

１０７,４３６人 件 費６,６９３議 会 費

７９,２９１物 件 費６７,４１０総 務 費

２４８維持補修費８８,８７８民 生 費

４６,４８８扶 助 費１２６,２８０衛 生 費

１４８,９５６補助費等３５,９２７農林水産業費

１０１,１８４公 債 費１２,７４６商 工 費

１,１０４積 立 金２７,５４０土 木 費

５５４投資・出資・貸付金１８,３３５消 防 費

３２,６８１繰 出 金７９,７６７教 育 費

４６,８２０投資的経費１０１,１８６公 債 費

３８５予 備 費３８５そ の 他

５６５,１４７計５６５,１４７計

伸び率予　算　額
０.０％　　 ５,１２２万円介護療育支援事業
９.５％１４億９,４５１万円国民健康保険事業

△ ８６.７％  　　　２０万円老 人 保 健 事 業
３.０％  １億４,７９３万円後期高齢者医療事業
２.８％  １０億４,７９３万円介 護 保 険 事 業

△   ４.７％１１億９,９７７万円土 地 開 発 事 業
△   １.０％  １億 ７５６万円老人訪問看護事業

０.５％　　　  ６３４万円産業廃棄物処理事業
△ ４８.８％  　　　５０７万円寺前地区振興基金
△ ３３.８％  　　　２７０万円長谷地区振興基金

伸び率予　算　額
△  ３.８％  ３億３,８３８万円水 道 事 業

△  ４.１％  ６億２,４６０万円下 水 道 事 業

０.４％３５億８,８４９万円公立神崎総合病院事業

� � � �

� � � �

伸び率予　算　額
△  １.７％７３億４,８６０万円� � � �

伸び率予　算　額
△  ０.４％１５９億６,３３０万円� � �

���������	
��
����������������
（△は、マイナス）

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
は
建
設
事

業
費
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
新
町
建
設
計
画

に
沿
い
合
併
特
例
債
事
業
を
中
心
に
年
次
的
計

画
に
よ
り
計
上
し
た
結
果
、
対
前
年
度
比　

・
２８

１
％
減
の
６
億
８
８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
来
年
度
以
降
も
円
滑
に
事
業
を
実

施
し
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
神
崎
総
合
病
院
の
医
師
確
保
対

策
と
し
て
「
医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度
」
に
係

る
貸
付
金
と
し
て
７
２
０
万
円
を
予
算
措
置
し

て
い
ま
す
。

　

各
事
業
と
も
収
支
の
均
衡
と
業
務
運
営
の
合

理
化
・
効
率
化
を
図
り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
に
お
け
る
保
険
税
・
料
の

徴
収
に
最
大
の
努
力
を
行
い
収
入
の
確
保
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
開
発
事
業
は
「
し
ん
こ

う
タ
ウ
ン
」
第
２
期
分
譲
地
の
早
期
完
売
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

各
事
業
と
も
「
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
に
係
る
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画
」
を

着
実
に
実
行
し
、
経
営
健
全
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

な
お
、
各
会
計
別
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�

　

Ｈ　

当
初
見
込
み　
　

・
９
％

２２

９３

　

Ｈ　

当
初
見
込
み　
　

・
８
％

２１

９４

　

扶
助
費
と
繰
出
金
は
昨
年
度
よ
り　

％
増
と

２.３

な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
人
件
費
・
物
件
費
・

公
債
費
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
・
公
債
費
負
担
適

※企業会計の予算額は３条の支出予定額です。
�

�
�
�
�

（用語の説明はＰ７に掲載しています。）
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�



平成２２年５月１日 �
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○
歳
入
…
一
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
の
こ
と

○
町
税
…
み
な
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金

○
地
方
譲
与
税
、
交
付
金
…
国
・
県
が
徴
収

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
か
ら
人
口
割
合

な
ど
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

○
地
方
交
付
税
…
国
税
の
う
ち
所
得
税
、
酒

税
、
消
費
税
及
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割

合
の
額
で
、
各
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
規
模
や
財
政
需
要

の
状
況
に
応
じ
て
国
よ
り
交
付
さ
れ
る

お
金

○
分
担
金
及
び
負
担
金
…
特
定
の
目
的
・
事

業
の
た
め
に
受
益
者
が
負
担
す
る
お
金

○
使
用
料
及
び
手
数
料
…
み
な
さ
ん
が
町
の

施
設
を
使
用
し
た
り
、
証
明
書
の
交
付

な
ど
で
支
払
わ
れ
る
お
金

○
国
庫
支
出
金
…
特
定
の
目
的
・
事
業
の
た

め
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

○
県
支
出
金
…
特
定
の
目
的
・
事
業
の
た
め

に
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

○
財
産
収
入 

…
町
の
持
つ
財
産
を
運
用
し

た
り
、
売
っ
た
り
し
て
生
じ
る
お
金

○
寄
附
金
…
一
般
的
な
寄
附
行
為
に
よ
る
収

入

○
繰
入
金
…
特
別
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や

各
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
収
入

す
る
お
金

○
繰
越
金
…
前
年
度
の
決
算
に
お
い
て
生
じ

た
剰
余
金

○
諸
収
入
…
右
記
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な

い
、
そ
の
他
の
収
入

○
町
債
…
町
の
借
金
の
こ
と
。
大
き
な
事
業

を
行
う
た
め
に
、
国
・
県
や
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
る
お
金

 

 

�
�
�
�
�
�
�

○
議
会
費
…
議
会
の
運
営
に
使
う
お
金

○
総
務
費
…
主
に
内
部
管
理
、
税
務
・
戸
籍
・

選
挙
・
企
画
的
事
業
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
管

理
運
営
な
ど
に
使
う
お
金

○
民
生
費
…
児
童
・
老
人
・
障
害
者
・
医

療
・
年
金
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
福

祉
に
使
う
お
金

○
衛
生
費
…
健
康
づ
く
り
対
策
事
業
、
病

院
・
水
道
・
下
水
道
会
計
へ
の
補
助
、

ご
み
・
し
尿
処
理
対
策
な
ど
に
使
う
お

金

○
農
林
水
産
業
費
…
農
業
・
林
業
の
振
興
、

土
地
改
良
、
地
籍
調
査
な
ど
に
使
う
お

金

○
商
工
費
…
商
工
・
観
光
業
の
振
興
に
使
う

お
金

○
土
木
費
…
道
路
の
新
設
改
良
や
維
持
補
修
、

河
川
の
改
修
、
町
営
住
宅
の
維
持
管
理

な
ど
に
使
う
お
金

○
消
防
費
…
み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
消

防
・
防
災
活
動
な
ど
に
使
う
お
金

○
教
育
費
…
学
校
教
育
（
小
・
中
・
幼
）、

公
民
館
事
業
、
社
会
教
育
・
体
育
事
業
、

学
校
給
食
な
ど
に
使
う
お
金

○
公
債
費
…
町
の
借
金
を
返
済
す
る
の
に
使

う
お
金

○
諸
支
出
金
…
右
記
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ

な
い
、
そ
の
他
の
支
出

○
予
備
費
…
予
算
外
の
支
払
い
に
充
て
る
お

金

�
�
�
�
�
�
�

○
歳
出
…
一
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
の
こ
と

○
人
件
費
…
議
員
・
各
種
委
員
・
特
別
職
の

報
酬
や
一
般
職
員
の
給
料
や
共
済
費
な

ど
と
し
て
支
払
う
お
金

○
物
件
費
…
行
政
に
係
る
一
般
的
事
務
処
理

や
管
理
運
営
な
ど
に
使
う
お
金
（
臨
時

職
員
の
賃
金
、
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、

修
繕
料
、
委
託
料
、
使
用
料
、
備
品
購

入
費
な
ど
）

○
維
持
補
修
費
…
道
路
や
学
校
の
ほ
か
町
の

施
設
を
保
全
し
維
持
す
る
た
め
の
補
修

費
と
し
て
支
払
う
お
金

○
扶
助
費
…
児
童
や
老
人
・
障
害
の
あ
る
人

な
ど
へ
の
援
助
費
等
の
福
祉
の
た
め
に

使
う
お
金

○
補
助
費
等
…
各
種
団
体
や
広
域
事
務
組

合
・
企
業
会
計
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
会
費
や
謝
礼
な
ど
と
し
て
支

払
う
お
金

○
公
債
費
…
町
の
借
金
の
返
済
の
た
め
の
お

金

○
投
資
及
び
出
資
金
貸
付
金
…
財
団
法
人
設

立
な
ど
へ
の
出
資
や
貸
付
に
使
う
お
金

○
積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た

め
、
ま
た
財
源
の
余
裕
が
あ
る
場
合
に

特
定
の
目
的
の
た
め
基
金
に
積
み
立
て

る
お
金

○
繰
出
金
…
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会

計
を
運
営
す
る
た
め
に
繰
り
出
し
す
る

お
金

○
投
資
的
経
費
…
道
路
や
学
校
な
ど
の
建
設

事
業
や
災
害
の
復
旧
な
ど
に
使
う
お
金
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「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
町
」を

目
指
し
、
生
み
育
て
や
す
い
町
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
展
開
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業　

３
０
万
円

・
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
支
援
金

支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
７
０
万
円

・
保
育
所
運
営
事
業　

１
億
４
４
２
１
万
円

・
神
崎
保
育
園
整
備
事
業　
　

６
９
５
万
円

・
子
ど
も
手
当
支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
５
１
５
万
円

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業　
　
　
　
　

 

　

１
１
４
４
万
円

・
児
童
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
館
」
運
営
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
４
３
万
円

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業　

３
３
８
万
円

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
運
営
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
１
０
万
円

 
�
�
�
�
�
�
�
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「
神
河
の
教
育
」の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
４
万
円

・
環
境
体
験
推
進
事
業　
　
　

１
３
１
万
円

・
自
然
学
校
推
進
事
業　
　
　

３
４
６
万
円

・
小
学
校
に
お
け
る
理
科
お
も
し
ろ
推
進
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
１
２
万
円

・
小
中
学
校
、
幼
稚
園
管
理
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
９
５
７
６
万
円

・
統
合
中
学
校
施
設
整
備
事
業
（
竣
工
・
統

合
準
備
経
費
含
む
）　

１
億
９
９
１
３
万
円

・
統
合
小
学
校
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業
（
統

合
準
備
経
費
）　
　
　
　
　
 
１
３
８
万
円

・
学
校
給
食
事
業　
　

１
億
５
６
３
４
万
円

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
及
び
山
村

留
学
事
業　
　
　
　
　
　

５
６
２
６
万
円
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地
域
の
各
世
代
の
交
流
機
会
の
増
大
に
繋

が
る
よ
う
「
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
地
域
活
動

事
業
」を
支
援
し
ま
す
。　
　
　

２
０
３
万
円
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住
民
の
方
々
の
移
動
手
段
で
あ
り
、
社
会

参
加
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
充
実
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
支

え
あ
い
、
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
社
会
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
経
費　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
８
９
万
円

・
老
人
福
祉
関
係
事
業　
　

２
４
１
２
万
円

　

介
護
予
防
、
家
族
介
護
支
援
、
高
齢
者
等

外
出
支
援
、
緊
急
通
報
装
置
設
置
他

・
障
害
者
福
祉
関
係
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
４
７
６
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
各
種
給
付
、

地
域
生
活
支
援
事
業
他

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
２
万
円
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�
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地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
公
立
神
崎
総
合

病
院
の
健
全
な
運
営
と
医
療
水
準
確
保
の
た

め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
昨
年

度
開
設
し
た
民
間
の
老
人
保
健
施
設
と
の
連

携
を
図
り
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
活

用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

・
医
療
助
成
事
業　
 

９
１
４
３
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
７
１
１
万
円

・
病
院
事
業
会
計
補
助
金
（
運
営
補
助
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
３
０
０
０
万
円

・
病
院
医
師
確
保
対
策
（
医
師
修
学
資
金
貸

与
事
業
）　
　
　
　
　
　
　
 
７
２
０
万
円

・
健
康
づ
く
り
対
策
事
業　

３
９
３
０
万
円

　

各
種
予
防
接
種
、
健
康
教
育
・
相
談
、
各

種
健
康
診
査

・
母
子
衛
生
事
業
（
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
、

母
子
保
健
教
室
・
相
談
）　
　

８
３
４
万
円
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

消
防
団
を
中
心
と
し
、
自
主
防
災
組
織
の

協
力
に
よ
る
防
火
防
災
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
施
設
の
整
備
や
災
害
時
の
資
材

備
蓄
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
姫
路
市
消
防
局
消
防
事
務
委
託
料　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
９
４
２
万
円

・
救
急
車
輌
整
備
費
負
担
金　

７
９
１
万
円

・
消
防
団
活
動
事
業　
　
　

１
５
４
８
万
円

・
消
防
団
装
備
備
品
整
備
事
業　

７
８
万
円

・
防
災
備
蓄
事
業　
　
　
　
　
　

６
３
万
円

　

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た

め
、
郡
内
共
同
及
び
町
相
談
窓
口
の
整
備
を

進
め
、
消
費
者
相
談
機
能
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

・
消
費
者
行
政
推
進
対
策
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
６
万
円
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�
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�
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�
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�
�

と

き

�
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�
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平成２２年５月１日 �

　

田
舎
暮
ら
し
志
向
を
定
住
人
口
増
に
繋
げ

る
た
め
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

・
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
（
貝
野
）：
第
２
期
分

の
早
期
完
売

・
多
自
然
居
住
推
進
事
業　

長
谷
カ
ク
レ
畑

の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
村
支
援

・
空
き
家
利
活
用
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
８
２
万
円

　

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
は
、
全
町

地
域
で
計
画
的
に
順
次
実
施
し
ま
す
。

・
道
路
維
持
新
設
改
良
事
業
（
維
持
補
修
・

新
設
改
良
２
）　
 

５
５
６
８
万
円

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
２
万
円

・
水
道
、
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
億
１
５
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
（
新
野
・
野
村
・
比
延
・
上
岩
、

大
畑
：
山
林
） 

３
１
９
０
万
円

・
消
防
施
設
整
備
事
業
（
消
火
栓
新
設
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
３
１
万
円

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
管
理
運
営
事
業
（
人
件
費
含
む
）

　
　
　
 

１
億
８
２
９
４
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

中
央
公
民
館
と
神
崎
公
民
館
を
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
多
様
な
芸
術
文
化
に
ふ
れ
る

機
会
を
提
供
し
、
生
涯
教
育
・
学
習
の
推
進

と
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

・
公
民
館
教
室
（
英
会
話
、
成
人
ゼ
ミ
ナ
ー

　

ル
、
古
文
書
他
）
と
高
齢
者
大
学　
　

１
９
２
万
円

・
公
演
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
０
６
万
円

・
文
化
祭
、
美
術
展
事
業　
　

１
０
７
万
円

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�


�
�
�
�

�

�
�
�
�

　

福
本
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
神
河
町
の
貴

重
な
文
化
財
の
保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
文
化
財
保
存
事
業　
　
　
　

２
１
２
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
開
催

に
合
わ
せ
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど　
　
　

１
４
５
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
農
村
の
環
境
保
全

に
努
め
ま
す
。

・
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
推
進
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
３
万
円

・
県
民
緑
税
活
用
事
業
（
緊
急
防
災
林
整
備

他
）　
　
　
　
　
 

９
６
９
３
万
円

・
環
境
対
策
育
林
事
業　
　

１
８
９
７
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�

　

ゴ
ミ
の
適
正
処
理
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
改
正
省
エ
ネ
・
地

球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

・
中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
負
担
金　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
８
０
７
５
万
円

・
廃
棄
物
減
量
化
普
及
啓
発
事
業
（
不
法
投

棄
防
止
対
策
）　
　
　
　
　
 
１
５
４
万
円

・
改
正
省
エ
ネ
中
長
期
計
画
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
策
定
事
業　

５
８
２
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

本
年
度
か
ら
始
ま
る
「
個
別
所
得
補
償
制

度
」
の
目
的
を
的
確
・
迅
速
に
周
知
を
行
い
、

わ
が
町
の
農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
林
業
に
つ
い
て
は
森
林
を
守
り
育
て
る

対
策
を
引
き
続
き
行
い
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
持
続
に
努
め
ま
す
。

・
農
業
振
興
関
係　
　
　
　

２
０
４
８
万
円

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
有
害
鳥
獣
対

策
、
集
落
営
農
支
援
他

・
土
地
改
良
補
助
事
業
（
農
道
舗
装
・
水
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
林
業
振
興
関
係　
　
　
　

４
９
０
６
万
円

　

林
道
整
備
（
広
域
基
幹
林
道
・
町
林
道
）、

林
業
組
織
育
成
事
業
他

・
水
産
業
振
興
関
係
（
漁
業
組
合
支
援
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
０
万
円

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
農
道
・
水

路
）　
　
　
　
　
　
　
　
 
６
１
７
０
万
円
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Ｊ
Ｒ
寺
前
駅
前
の
商
店
街
と
周
辺
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
町
内
の
商

業
活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
神
崎
工
業
団
地
へ
の
企
業
立

地
が
予
定
さ
れ
て
い
る
近
隣
住
宅
地
の
良
好

な
環
境
保
持
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
地
元

雇
用
の
働
き
か
け
、
地
元
・
企
業
・
町
が
共

存
共
栄
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

・
商
業
振
興
関
係
（
商
工
会
支
援
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
６
０
万
円

・
雇
用
対
策
事
業　
　
　
　
　

８
５
４
万
円

・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
（
Ｊ
Ｒ
寺
前
駅

周
辺
整
備
）　
　
　
　
 
１
億
５
０
３
万
円
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映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
の
ロ
ケ
地
と

し
て
、
神
河
の
魅
力
を
全
国
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
本
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
Ｊ
Ｒ
寺
前

駅
の
「
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
町
観
光
の

拠
点
と
な
る
よ
う
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
観
光
振
興
関
係　
　
　
　

１
２
１
３
万
円
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映
画
ロ
ケ
地
の
観
光
P
R
・
パ
ン
フ
作
成
・

観
光
協
会
支
援
他

・
観
光
施
設
指
定
管
理
料
（
４
ヶ
所
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
４
０
万
円
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銀
の
馬
車
道
関
連
事
業
に
参
画
し
、
連
携

す
る
中
で
町
内
観
光
・
交
流
施
設
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ

る
地
域
内
外
の
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。

・
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
（
夏
ま
つ
り
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
国
際
交
流
事
業
（
日
韓
青
少
年
交
流
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
２
万
円

・
水
車
公
園
農
林
漁
業
体
験
実
習
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
万
円
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住
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
で
き
る
情
報
提
供
や
、
職
場
・
地
域

・
学
校
で
の
人
権
教
育
と
そ
の
啓
発
を
今
後

も
行
い
ま
す
。
毎
月　

日
を
「
人
権
を
確
か

１１

め
る
日
」
と
し
て
啓
発
し
、
人
権
意
識
の
高

揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
・
人
権
文
化
創
造
活
動
支
援
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
９
万
円

・
人
権
啓
発
事
業　
　
　
　
　

２
７
６
万
円
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今
後
の
行
政
運
営
に
活
か
す
た
め
に
全
地

区
を
廻
り
、
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
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い
ろ
い
ろ
な
行
政
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
処
す
る
た
め
に
は
財
政
が
健
全
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
事
務
事
業

を
点
検
し
ム
ダ
を
な
く
し
、
住
民
目
線
と
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
展
開
を
基
本
に
「
あ
れ

も
こ
れ
も
」
か
ら
「
選
択
と
集
中
」
に
転
換

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
行
財

政
改
革
実
施
計
画
」
と
「
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
」
等
を
確
実
に
実
行
し
、
財
政
の
各

指
標
を
改
善
さ
せ
健
全
化
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
の
公
開
な
ど
情
報
共
有

を
行
い
、
透
明
性
を
感
じ
て
も
ら
え
る
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
滞
納
整
理
並
び
に
収
納
対
策
向
上
推
進
事

業
・
セ
ン
タ
ー
長
谷
の
施
設
管
理
の
一
部
を
委
託

・
行
財
政
改
革
の
推
進

・
財
政
健
全
化
計
画
（
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
）
の
実
行
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平
成　

年
４
月
に
神
崎
郡
（
現
在
は
姫
路
市

１２

香
寺
町
・
神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
で
共

同
設
置
し
た「
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ん
ざ
き
」

の
管
理
運
営
、
そ
し
て
各
町
の
機
能
回
復
訓
練

事
業
、
各
種
の
介
護
支
援
事
業
と
障
害
を
持
つ

子
ど
も
の
療
育
（
リ
ハ
ビ
リ
・
保
育
）
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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�
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国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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老
人
保
健
（
老
人
医
療
）
の
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
移

行
し
ま
す
。
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平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
開
始
の
後
期
高
齢

２０

者
医
療
事
業
は
県
下　

市
町
で
構
成
す
る
兵
庫

４１

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
主
体
と

な
り
実
施
す
る
も
の
で
、
町
は
住
民
申
請
等
の

窓
口
事
務
や
保
険
料
の
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

こ
の
会
計
は
法
律
に
基
づ
き
設
置
す
る
も
の
で

保
険
料
を
徴
収
し
、
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
こ

と
を
主
と
し
た
会
計
で
す
。 
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�
�
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�
	


�

　
　

介
護
保
険
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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�
�
�
�
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企
業
団
地
及
び
住
宅
用
地
の
造
成
、
分
譲
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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�
�
�
�
�
	


�
�

 

　
　

神
崎
郡
、
朝
来
市
生
野
町
及
び
姫
路
市
香
寺

町
の
区
域
を
事
業
対
象
地
域
と
し
て
看
護
・
リ

ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
と
も
に
医
療
保
険

事
業
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
訪
問
看
護
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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神
河
町
鍛
治
字
ニ
ガ
竹
の
建
設
残
土
砂
等
処

分
地
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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寺
前
地
区
振
興
の
た
め
の
基
金
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。 
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長
谷
地
区
振
興
の
た
め
の
基
金
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。 
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上
水
道
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 

�
�
�
�
�
�
�
� 

 

　
　

下
水
道
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
合
併
処
理
浄
化
槽
を
除
く
） 

 �
�
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�
�
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�
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�
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公
立
神
崎
総
合
病
院
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。 
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平成２２年５月１日 �
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�
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本　

団　

小
岩　

等

　

粟
賀
町　

大
野
尚
彦

　

寺　

野　

岡
本　

造

　

猪　

篠　

藤
原
一
宏

　

野　

村　

鵜
野
哲
也

　

上
小
田　

岸
口
知
巳

　

川　

上　

藤
原
哲
夫

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本　

団　

中
垣
一
也

　
　
　
　
　

竹
内
智
昭

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

岩　

屋　

小
林
一
也

　

粟
賀
町　

大
野
尚
彦

　

加　

納　

�
橋
良
市

　

宮　

野　

立
岩
良
智

　
　
　
　
　

立
岩
利
嗣

　

上
小
田　

森
下
和
浩

　

川　

上　

山
名
満
男

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

上
岩
区

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

退
団
さ
れ
る
方
々
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

中
垣
一
也　

足
立
良
平

　

竹
内
智
昭　

足
立
勝
志

�
�
�
��

�
�

��

　

岩　

屋　

小
林
一
也　

長
井
秀
和

　

根
宇
野　

中
島
和
徳　

岸
田
典
大

　

山　

田　

藤
原
正
明

　

中　

村　

井
上
義
忠　

難
波
忠
知

　
　
　
　
　

岸
田
忠
司

　

貝　

野　

若
松
昭
夫

　

寺　

野　

岡
本　

造

　

柏　

尾　

井
上
和
彦

　

加　

納　

横
内
義
和　

藤
後
栄
作

　

東
柏
尾　

清
戸
次
朗　

中
野
和
保

　
　
　
　
　

竹
内
弘
起　

中
野
友
純

　

吉　

冨　

�
橋
吉
治　

宮
本
良
則

　
　
　
　
　

桐
月
伸
光

　
　

杉　
　

辻
井
陽
一　

中
島
宏
之

　

新　

野　

佐
治
早
人

　

寺　

前　

児
島
浩
司　

児
島
武
彦

　
　
　
　
　

本
田
宜
治　

竹
原
一
典

　
　
　
　
　

山
下
圭
司

　

鍛　

治　

立
垣
秀
樹　

藤
原
直
哉

　
　
　
　
　

平
岡
正
人

　

宮　

野　

立
岩
良
智

　

上
小
田　

森
下
和
浩　

　

川　

上　

山
名
満
男　

山
名
利
幸

　

栗　

渕　

中
野
成
生

�
�
�
�
�
�

　

新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
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�
�

��

　

越　

知　

藤
原
文
哉

�
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�
�

��

��������������������������������������������������������������������������������������������
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本　

団　

松
本
日
出
一

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本　

団　

後
藤
大
作

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

本　

団　

竹
内
智
昭

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

大　

山　

大
北
義
則

　
　
　
　
　

大
北
天
馬

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

株
式
会
社
日
本
ジ
ェ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
崎
工
場

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

根
宇
野　

中
島
和
徳

　

加　

納　

�
橋
良
市

�
�
�
�
�
�
�
�

　

大　

畑　

前
田
直
哉

　

大　

山　

太
田
和
彦

　

南
小
田　

立
石
晋
也

　

栗　

渕　

山
手
紀
代
志

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本　

団　

足
立
勝
志
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岩　

屋　

奥
野
卓
也

　

根
宇
野　

齊
藤　

健　

藤
原　

優

　
　
　
　
　

上
田
英
嗣

　

山　

田　

前
田
裕
樹

　

中　

村　

能
年
正
輝　

一
宮
正
憲

　
　
　
　
　

保
西
秀
一

　

粟
賀
町　

堀
口
教
弘

　

福　

本　

杉
本
貴
則　

宮
永
幸
成

　
　
　
　
　

中
川
大
明　

吉
原
栄
喜

　

貝　

野　

中
野
隆
行

　

寺　

野　

石
田
優
希

　

加　

納　

岡
田
武
士　

藤
後
竜
二

　

吉　

冨　

荒
木
貞
臣　

松
岡　

基

　
　
　
　
　

細
岡
友
行

　
　

杉　
　

中
島　

晋

　

大　

山　

成
田
昌
彦

　

猪　

篠　

松
田
良
平

　

新　

野　

浦
上
卓
真

　

野　

村　

浅
田
恵
佑　

下
�　

亘

　

比　

延　

荒
木
利
治

　

鍛　

治　

�
内
昌
之　

山
下
裕
慶

　

上　

岩　

山
内
雄
樹　

大
中
淳
弘

　

南
小
田　

日
和
裕
司

　

大　

河　

山
口
博
史　

山
口
博
司

　
　
　
　
　

吉
岡
勇
貴

　

川　

上　

山
名
勝
志　

山
名
慎
吾

　
　
　
　
　

山
名
将
司　

山
名
将
平

　
　
　
　
　

藤
原　

仁

　

長　

谷　

川
村
康
介　

鉢
木
章
功

　
　
　
　
　

小
松
由
直

　

栗　

渕　

前
嶋　

潤

　４月１１日（日）神崎体育センター及びその周辺で新入団員・
幹部訓練を実施しました。
　当日、新入団員３６名、幹部１７０名が早朝から出動。
中播消防署の教官１１名から、礼式・規律、器具取扱、操法訓
練などの指導を受けました。
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● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

副 分 団 長分 団 長分団名副 分 団 長分 団 長分団名
太田　浩功山下　浩正大　山井上　直樹足立　哲哉作畑新田
岩田　　学津久田　等猪　篠山本　幸久森田　保生大　畑
福田　共洋佐治　正英新　野藤原　由勝一宮　貴志越　知
槇　　良裕竹本　衛央野　村岸上　裕一小林　貴裕岩　屋
安達　　光荒木　敬介比　延齊藤　元重岸田　誠基根宇野
稲川　秀幸児島　　稔寺　前川越　忠義井出　　匡山　田
山内　忠宜平岡　　稔鍛　治飯尾　康彦真弓　昭吾中　村
橋本　昌明平岡　靖浩上　岩市來　　明大野　弘樹粟賀町
松本健次郎青木　雅文高朝田内藤　忠彦松本　成人福　本
中井　善彦立岩　友之宮　野多田　　優岸上　真人貝　野
日和　栄司小岩　潤二南小田岡本　　心中野　秀之寺　野
米田　直也高橋　昭博上小田藤原　　保太田　義久柏　尾
植野　哲也藤原　秀樹大　河藤後　克美松本　一樹加　納
藤原　哲彦山名　久也川　上中野　卓弥中野　栄一東柏尾
�内　　努木下　隆生長　谷吉田　康広佐谷　正剛吉　冨
中野　宏昭坂元　滋樹栗　渕足立　教男船田　幸宏杉

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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平成２２年５月１日 ��

　４月１７日（土）神河町観光交流センター（カーミンの観光案内所）がオープンしました。この施設は、
地域の観光資源を活用して観光の振興を図るとともに、地域間の交流を促進するために神河町観光協会が
管理運営します。

��������	
��
�������

　○観光協会事務所…町内の観光情報の収集や提供など
　○物産販売所　　…町内の製品や加工品などの特産品の販売
　○多目的ホール　…加工グループなど商品のＰＲ・体験、
　　　　　　　　　　写真や作品などの展示
　○会議室

問い合わせ　観光交流センター　�３４－１００１　　�３４－０７７７
休　館　日　水曜日　　　

����������
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　このたび、カーミンの観光案内所
の管理と販売関係を担当することと
なりました。初めての事ばかりで大
変ですが頑張ります。よろしくお願
いします。

　特産品の販売、観光施設の紹介、イ
ベント情報の発信などを通して、た
くさんの方に神河町の魅力を伝えて
いきます。カーミンの観光案内所を
神河町の魅力を語りあう場所にして
いきたいと思いますので、ぜひぜひ、
お話をしにお立ち寄りください。

　「おもてなし」の心を持ってお客様
と接し、観光交流、情報発信の拠点と
して頑張ります。神河町の観光振興
と寺前駅前の活性化に一翼を担える
よう努力していきます。皆様のご来
店ご協力をよろしくお願いします。

��������	
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４
月　

日
（
日
）
中
央
公
民
館
グ
リ

１８

ン
デ
ル
ホ
ー
ル
で
、
平
成　

年
度
町
婦

２２

人
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
年
の
今
年
は
、
２
年
間
婦

人
会
活
動
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
岸
田

会
長
を
は
じ
め
旧
本
部
役
員
３
名
の
方

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
、
組
織
強
化
の
た
め
副
会

長
を
１
名
増
員
し
、
６
名
体
制
と
な
る

承
認
を
受
け
、
小
林
新
会
長
以
下
６
名

の
新
本
部
役
員
が
総
会
で
承
認
さ
れ
、

小
林
会
長
よ
り
新
支
部
長
の
紹
介
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

旧
役
員
の
皆
様
の
労
苦
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
新
役
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
後
の
講
演
で
は
、
情
報
セ
ン
タ

ー
ふ
き
の
と
う
姫
路
か
ら
櫛
橋
行
雄
様

か
ら
「
若
者
た
ち
の
自
立
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
現
在
の
社
会
問
題
（
ひ
き
こ

も
り
・
不
登
校
）
の
視
点
か
ら
若
者
た

ち
へ
の
大
人
の
見
守
り
方
な
ど
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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（敬称略）
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２２・２３年度本部役員の皆様
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町
内
に
は
、
伝
統
芸
能
・
行
事
、

歴
史
的
・
文
化
的
資
産
、
自
然
景

観
、
郷
土
料
理
、
農
産
物
、
特
産

品
な
ど
地
域
の
人
の
力
で
守
ら
れ

て
い
る
地
域
資
源
（
宝
物
）
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
観
光
振
興
を
目
的
に

こ
う
し
た
地
域
資
源
を
広
く
町
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
か
み
か

わ
百
選
」
を
選
定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
あ
る
�
自

慢
の
見
ど
こ
ろ
�
や
�
自
慢
の
名

物
�
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

町
内
の
伝
統
芸
能
・
行

事
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
、

自
然
景
観
、
郷
土
料
理
、
農
産

物
、
特
産
品
な
ど

推
薦
者　

個
人
、
団
体
、
町
内
在

　

住
の
有
無
、
年
齢
等
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

推
薦
方
法　

指
定
の
推
薦
書
に
よ

　

り
推
薦
。

推
薦
期
間　

４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成　

年
２
月　

日

２３

２５

選
定
方
法　

か
み
か
わ
百
選
選
定

　

委
員
会
に
よ
る
審
査
・
選
定
を

　

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課
内
「
か
み
か
わ
百

　

選
」
選
定
委
員
会
事
務
局

　
　
　

�
３
４
―

０
９
７
１

　
　

�
��

�
�
�
�
�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
�
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４
月
１
日
か
ら
健
康
福
祉
課
（

神
崎
支
庁
舎
）
で
申
請
受
付
し
て

い
ま
す
。

対
象
者

　

①
重
度
心
身
障
害
者

　
　
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お

持
ち
の
方
）

　

②
介
護
保
険
要
介
護
３
・
４
・

　
　

５
の
方

補
助
額　

乗
車
運
賃
の
半
額
を
補

　

助
方　

法　

タ
ク
シ
ー
運
賃
補
助
利

　

用
券
を
、
年
間
で
最
高　

枚
ま

２４

で
交
付
（
透
析
の
た
め
通
院
さ

れ
て
い
る
方
は
最
高　

枚
ま

４８

で
）

利
用
範
囲　

町
内
の
み
で
、
町
と

　

契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

で
利
用
で
き
ま
す
。

注　

意　

平
成　

年
度
の
利
用
券

２１

（
表
紙
が
水
色
）
は
４
月
１
日

か
ら
使
え
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
心
身
障
害
者
の
方
は
、
身
体
障

　

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
と

　

印
鑑

・
介
護
保
険
要
介
護
３
・
４
・
５

　

の
方
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

　

証
と
印
鑑

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

�
３
２
―

２
４
２
１

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

最
近
、
血
圧
が
高
い
と
感
じ
た

り
、
健
診
で
高
め
と
言
わ
れ
た
が

ど
う
す
れ
ば
下
が
る
の
？
と
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
、
血
圧
が
高
く
な
る
原
因

を
み
つ
け
、
改
善
を
す
る
こ
と
で

血
圧
は
安
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
血
圧
を
下
げ
る
と

っ
て
お
き
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
、

実
行
し
ま
す
。
血
圧
の
薬
を
飲
ま

れ
て
い
る
方
も
大
丈
夫
で
す
。

と　

き

　

１
回
目　

５
月　

日
（
水
）

１９

　

２
回
目　

５
月　

日
（
水
）

２６

　

３
回
目　

６
月
２
日
（
水
）

　

４
回
目　

６
月
９
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　
　
　
　

時　

分
ま
で

１１

３０

と
こ
ろ　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
２
階　

福
祉
講
習
室

費
用　

３
０
０
円
（
保
険
代
他
）

定
員　

先
着　

名
２０

申
込
締
切
り　

５
月　

日
（
水
）

１２

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

�
３
２
―

２
４
２
１

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

　

道
路
や
河
川
な
ど
の
う
ち
、
道

路
法
や
河
川
法
と
い
っ
た
法
律
の

適
用
を
受
け
な
い
里
道
や
水
路
な

ど
の
土
地
を
「
法
定
外
公
共
物
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
法
定
外
公
共
物
の
な
か
に

は
、
こ
の
図
の
よ
う
に
宅
地
や
田

畑
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
公
共
的
機
能
を
失

っ
て
い
る
法
定
外
公
共
物
に
つ
い

て
は
、
そ
の
用
途
を
廃
止
の
う
え
、

売
払
い
の
申
請
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
住
居
用
地
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
や
新
た
に
土
地
取

得
な
ど
で
売
払
い
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
地
籍
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
用
途
廃
止
に
と

も
な
う
境
界
確
定
・
測
量
・
登
記

費
用
は
、
申
請
者
ご
自
身
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
籍
課

�
３
４
―

０
９
６
５

�

�

�

�

�

　

姫
路
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

の
出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
は
予
約
制
で
す
。
予
約
受
付
期

間
内
に
開
催
場
所
の
役
場
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

住
所
に
関
係
な
く
、
ど
ち
ら
の

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。

開
催
日　

５
月　

日
（
木
）

２０

場　

所　

福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館

予　

約　

４
月　

日
か
ら
５
月　

１９

１４

日
ま
で
に
福
崎
町
役
場
住
民

生
活
課
へ
申
込
み

　
　
　
　
　

�
２
２
―

０
５
６
０

開
催
日　

７
月　

日
（
木
）

１５

場　

所　

市
川
町
就
業
改
善
セ
ン

　

タ
ー

予　

約　

６
月　

日
か
ら
７
月
９

１４

日
ま
で
に
市
川
町
役
場
住
民
環

境
課
へ
申
込
み

　
　
　
　

�
２
６
―

１
０
１
０

開
催
日　

９
月　

日
（
木
）

１６

場　

所　

神
河
町
中
央
公
民
館

予　

約　

８
月　

日
か
ら
９
月　

３０

１０

日
ま
で
に
神
河
町
役
場
住
民
生

活
課
へ
申
込
み

　
　
　
　

�
３
４
―

０
９
６
２

※
相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

　
　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

１０
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異　　動　　前異　　動　　後氏　　　名

会計管理者町参事兼地域振興
課課長蘆田　 壽昭

住民生活課課長会計管理者兼会計
課課長井上　 隆文

教育課参事（公民館
参事）

教育課参事（地域交
流センター所長）難波　 幸雄

情報センター所長住民生活課課長小林　　 譲

税務課課長総務課課長森本　 佳也

地域振興課課長税務課課長藤原　 資広

地籍課参事地籍課課長藤原　 靖彦

地域振興課参事（中播農
業共済事務組合派遣）上下水道課課長井上　 幸政

健康福祉課参事健康福祉課課長兼
地域局長太田　 俊幸

上下水道課課長住民生活課参事（中播北
部行政事務組合派遣）友政　　 亘

教育課課長情報センター所長小林　 重喜
住民生活課参事（中播北
部行政事務組合派遣）

地域振興課参事玉田　　 享
教育課参事（地域交
流センター所長）地籍課参事藤原　 龍馬

公立神崎総合病院事務
次長兼総務課長兼施設
課長兼企業出納員

公立神崎総合病院
事務長兼総務課長
兼施設課長　

細岡　 弘之

政策調整課課長教育課課長（兼給食
センター所長）浅田　 譲二

公立神崎総合病院
情報管理課副課長

公立神崎総合病院
医事課長兼情報管
理課長

大草　 一生

住民生活課副課長教育課副課長（給食
センター副所長）奥田　 瑞光

��������	
����
��������
　農地を耕作目的で所有権移転（売買・贈与等）をしようとする場合や賃借権、使用収益権（地上権・
永小作権、使用貸借権）などを設定しようとする場合は、農業委員会へ申請が必要です。
　農業委員会の許可を受けずに農地の売買契約を行っても、許可書がなれば法務局での正式な土地登記
はできません。また、所有権移転をしようとする場合、譲受人は譲り受ける農地の面積を含め下記の面
積を耕作しており、農地を取得後、取得した農地を含め全部耕作をする見込みがなければ許可は受けら
れません。
��������	
��
����
���
　必要な農地面積　　　　該当する区域（大字）名
　　１０アール（１反）……　新田、作畑、大畑、越知、岩屋、猪篠、上小田
　　３０アール（３反）……　上記以外の区域
　なお、相続により農地を取得される場合は、農業委員会へ農地法第３条申請は必要ありません。ただ
し、平成２１年１２月の農地法の改正により、相続により農地を取得（登記）された場合、耕作・管理な
どについて農業委員会への届出が必要となりました。届出をしなかった場合、１０万円以下の過料が伴う
場合がありますのでご注意ください。
　農地法第３条の申請から許可までの期間は、概ね１か月の期間を必要とします。
　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　農業委員会事務局（地域振興課農林業係内）　�　３４－０９６０

��������	
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異　　動　　前異　　動　　後氏　　　名

地域振興課副課長地域局副局長兼健
康福祉課副課長野村　 浩平

地籍課副課長教育課副課長（公民
館副課長）藤原　 良喜

公立神崎総合病院総務
課副課長兼施設課副課
長

公立神崎総合病院総務
課副課長兼施設課副課
長兼企業出納員

藤原　 秀明

健康福祉課課長補
佐

住民生活課課長補
佐藤山　 達仁

政策調整課課長補
佐総務課課長補佐山本　 哲也

教育課課長補佐総務課課長補佐日和　 哲朗

総務課課長補佐公立神崎総合病院
医事課課長補佐藤原　 広行

住民生活課係長税務課係長藤原　 美樹

建設課係長（兵庫県中
播磨県民局姫路土木事
務所福崎事業所派遣）

建設課係長平野　 禎智

地域局係長教育課係長�橋　 宏安

地域局係長住民生活課係長藤原　 友美

地籍課係長
建設課係長（兵庫県中
播磨県民局姫路土木事
務所福崎事業所派遣）

松本　 一樹

地域振興課主査税務課主査柏迫　 理砂

総務課主査地籍課主査黒田　　 剛

政策調整課主査総務課主査齊藤　　 斉

税務課主査地域局主査松本　　 大

退職事由氏　　名職　　名
再任用の任期の
満了により退職坂 田　 侃

公立神崎総合病
院医療監

定年退職中野　 澄雄給食センター所長
定年退職小川　 雅幸地籍課課長

� � � � � � �

������������������

�����������������

退職事由氏　　名職　　名
定年退職難波　 英行健康福祉課課長
定年退職竹内千佐子健康福祉課副課長
勧奨退職河野　 幸弘地域局局長
普通退職木下　 裕哉住民生活課主事

※４月１日より政策調整課は総務課へ統合されました。
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地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。

　３月２２日、第７回全国選抜高等学校パワーリフティング選手権大会（埼玉県大宮武道館）が
開催され、神河町山田の藤原のどかさん（神崎高３年生）が、スクワット１１０ｋｇ、ベンチプレ
ス５５�、デッドリフト１００�、合計２６５�の自己新記録でみごと優勝、高校日本一に輝きました。
　藤原さんは、モンゴル・ウランバートルで開かれるアジア大会へサブジュニアクラス（１４歳～
１８歳）での出場権を得たほか、チェコ・ビルゼンで開かれる世界選手権大会も内定しています。
（決定は５月上旬）。
　藤原さんは、試合後に金メダルを持って山名町長を表敬訪問し、「この１ヶ月一生懸命練習して、
自己記録を伸ばして、国際大会でもメダルを取りたいです。」と語ってくれました。
　また、アジア大会・世界選手権の出場に向け、藤原のどか後援会が設立されました。みなさま
の暖かいご支援よろしくお願い申し上げます。（１口１,０００円／振込先は下記までお問い合わせく
ださい）後援会事務局（パワーハウスかみかわ内）　代表　松谷昌典　�３１－３８８１
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　姫路商業高校２年生の内田春菜さん（福本）が３月２７日、
２８日に香川県で開催された少林寺拳法全国高校選抜大会
に出場し、女子団体演武で全国準優勝に輝きました。
　内田さんは、神崎中学校ではバスケットボール部に所属、
高校に入ってから少林寺拳法に初めて取り組み、２年余り
でめきめき力をつけ今回の栄光を手しました。
　初心者から始め、全国準優勝に輝くには並大抵の努力で
はなかったと思います。内田さんの努力に敬意を表し、今
後の活躍に期待します。
　また、自転車で高校選抜大会に出場した足立龍則さんは
予選敗退、水泳のジュニアオリンピックに出場した生田真
結さんは１００ｍで１０位、５０ｍで１３位でしたが、惜しくも
決勝に残ることが出来ませんでした。
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試　技 表敬訪問
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　５月２６日（水）のチャレンジデーまであとわずかとなりました。　
　今年のチャレンジデーには、全国１１１の市町村と地域が参加し、神河町は岩手県一戸町と対戦します。
４月１５日には、一戸町の稲葉町長と山名町長が電話でチャレンジデーに向けてエール交換を行いました。
　今年は神河町のキャラクターの「カーミン」の応援を受けてお互いに健闘を誓い合いました。
　５月２６日は神河町内で１５分間以上の継続したスポーツや運動をしましょう。　一戸町に勝利し、一戸町
役場のメインポールに神河町旗を掲揚しましょう！（負けた場合は、神河町役場に１週間、一戸町の町旗
を掲揚します。）

��������	
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　５月２６日（水）の午前０時～午後９時までの間に、神
河町で運動やスポーツをした人が登録し、参加率を集計
します。
　町民以外の通勤者・通学者・観光客などもカウントの
対象です。年齢や性別も問いません。
　２６日以外や町外での運動やスポーツはカウントできま
せん。

��������	

●神河町内で１５分以上運動やスポーツをした方は、右の
参加登録票に必要事項を記入し提出してください。
●参加登録票は区長さん、チャレンジデー推進委員さん
を通して、５月初旬～中旬に各家庭に配布します。参
加登録票は、ピンク色の紙で６枚セットになっていま
す。
●参加登録票は、各集落の公民館や隣保集会所、役場な
ど公共施設、ＪＲの各駅などに設置してある集計ポス
トに入れます。
　※区によって配布方法・時期、集計方法が違いますので
ご注意ください。詳しくは後日チラシでお知らせし
ます。

●チャレンジデー当日は、何回運動やスポーツをしても
結構です。個人で運動をしたり、さまざまな団体が実
施するプログラムに積極的に参加いただき、健康づく
りに取り組みましょう！
●参加登録は、１人は１回だけです。ダブルカウントは
できません！
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　　　　これまで２回町内の少年・少女のスポーツクラブを紹介して
きましたが、最終回となる今回は「神河町で一番のクラブ」を紹介し
ます。
　一つ目は、「トレジャー体操クラブ」です。このクラブは、神河町
で一番新しいクラブです。トレジャーとは、海賊船や遺跡から財宝を
探し出す探検家「トレジャーハンター」を引用したもので、体操をす
る体育館は子どもの能力を伸ばす宝箱という意味です。　
　二つ目は、「神崎少年サッカークラブ」です。神河町のスポーツクラ
ブで一番会員の多いクラブです。小学１年生から６年生まで約８０人
の会員がサッカーを楽しんでいます。「なぜ、こんなにたくさんの会
員が？」と指導者に聞くと、きっとルールが簡単だから、「手を使っ
てはいけない、相手のゴールにボールを入れるという２つだけですか
ら」と答えてくれました。いやいや優しい指導者がたくさんいるので
しょう。

� �
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��� クが起こるのだろうかという不安を抱えながらの外
出は、負担感の大きいものになってしまいがちです。
　しかし、工夫次第では外出をしっかり楽しむこと
ができます。たとえば事前にその日の行先やスケジ
ュールを本人にわかるように表や絵で伝えたり、場
所（場面）が変わる前にその都度声かけをするなど
で、スムーズに外出を行えるようになることもあり
ます。また、パニックになったときや、なりそうな
ときに落ち着けるよう、お気に入りのぬいぐるみや
タオルなどを持って行っていると気持ちが切り替わ
ることもあるようです。
　子どものパニックや落ち着きのなさのために外出
をためらっているおとうさん・おかあさんがおられ
るかもしれませんが、このように少しの工夫で外出
を楽しめるようになることもあります。
　悩んでおられる方は、一度、ケアステーションに
ご相談ください。
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　ケアステーションかんざきでは、毎年就学前児の
子どもたちがご家族といっしょにバス遠足へ出かけ
ます。このバス遠足では、子どもと保護者が楽しめ
る外遊びをすることを目標にしています。それは、
ケアステーションに来ている多くの子どもたちが、
外出や外遊びの楽しさを十分に感じることができに
くいからです。
　ケアステーションの子どもの中には、初めての場
所では不安でパニックになってしまう子どもがいま
す。周りの起きていることが理解できず戸惑う上に、
特定の音やにおいなどが極端に苦手な特性から、外
出先が楽しいものではなくなってしまうのです。
　おとうさんやおかあさんにとっても、いつパニッ

� �� � � � � � �
その他次回の予定

実　施　日
受 付 時 間対　象　者行　事　名 と　こ　ろ

＊個別に案内
　します

６月２５日�
Ｈ２２．１．１７～
　　３．２５生まれ

１３：００～１３：３０生後３・４ヵ月児
３ ヵ 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種）

＊個別に案内
　します

７月２２日�
Ｈ２２．３．２６～
　５．２７生まれ

��������
１３：３０～１４：００

生後２・３ヵ月児
Ｈ２２．１．１７～　　
　　３.２５日生まれ

も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

相談希望の方
はご参加くだ
さい

６月４日�
�������

１３：３０～１４：３０
７ヵ月児・１歳児
Ｈ２１．９月　　　
　及び４月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

７月２０日�
Ｈ２０．４～６月生まれ１３：３０～１４：３０２歳１・２ヵ月児

２ 歳 児 相 談
（むし歯予防教室）

＊個別に案内
　します

８月２５日�
Ｈ２０．１２～　　
Ｈ２１.２月生まれ

��������
１３：００～１３：３０１歳６・７・８ヵ月児

Ｈ２０．９～１１月生まれ
１ 歳 ６ ヵ 月 児
健 診 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

７月２８日�
Ｈ１９．３～　　
　５月生まれ

１３：００～１３：３０３歳２・３・４ヵ月児３ 歳 児 健 診

＊個別に案内
　します

６月２３日�
Ｈ１８．４～６月生まれ１３：３０～１４：３０４歳児４ 歳 児 相 談

��������
９：００～１２：００一般住民健 康 福 祉

な ん で も 相 談 神崎支庁舎（神河町保健センター）
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��副菜���������	（６人分）

①�をねばりが出るまで混ぜ、���を加えて混ぜて、
　１２個に丸める。
②��はサッと洗って、３ｃｍ長さに切る。
・����は花形に切る。
・����は根元の方は、輪切りにし、頭の方は縦に切る。
③�を煮立て、①のつくねを入れ、火が通ったら取り出す。
　残りの煮汁で②の野菜を煮る。
　　　　　　　　　　　　　（いずみ会栄養講座レシピより）
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☆食事はゆっくり、味わいながら食べましょう！
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　現在、小児慢性特定疾患医療受給者証の交付を受けている方で、平成２２年８月１日以降も引き続き交付を
希望される方は、更新申請をしていただく必要があります。
　更新対象者の方には、更新申請書等を郵送する予定ですが、５月上旬頃までに届かない場合は、下記の問
い合わせ先までご連絡ください。
���

　８月１日以降も引き続き医療受給者証の交付を希望される、８月１日時点で満２０歳未満の方
　（一定の医学的基準を満たす方が引き続き対象となりますので、詳しくは主治医にご相談ください。）
������

　５月１日（土）～６月３０日（水）　※土・日・祝日は除きます。
��������	

　①小児慢性特定疾患医療受給者証更新交付申請書
　②小児慢性特定疾患医療意見書（医師の記載によること）
　③成長ホルモン治療用意見書（ヒト成長ホルモン治療を行う方のみ。医師の記載によること）
　④所得を証する書類
　⑤世帯全員の住民票（市役所・町役場等で発行できます）
　⑥患者本人の健康保険証の原本または写し
　⑦印鑑（必要になる場合があります）
　⑧身体障害者手帳もしくは療育手帳の写し（重症申請をされる方で所持している方のみ）
　⑨重症患者認定申請書（重症申請をされる方のみ）
　⑩保険者照会に必要な同意書
　⑪保険者への照会に必要となる書類（市町村民税所得・（非）課税証明書）
　※①～③、⑨、⑩は、中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）より対象者に郵送予定です。
　※④は世帯状況により必要な書類が異なります。また、⑪は加入保険により必要な方がいます。詳しくは
中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）にご相談ください。

　※「先天性血液凝固因子障害（第Ⅰ , Ⅱ , Ⅴ , Ⅶ , Ⅷ , Ⅸ , Ⅹ , ⅩⅠ , ⅩⅡ , ⅩⅢ因子欠乏症およびフォン・
ヴィレブランド病）」による申請者は、「所得を証する書類」は不要です。「住民票」も、受給者の方の
みで結構です。
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　中播磨健康福祉事務所地域保健課　�２２－１２３４
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内　　　　　　　　容時　　間月　　日

開講式高齢者大学 １０：３０～１１：００
５月２０日�

「平成２２年度の町政展望」　山名宗悟町長教養講座�１１：１０～１２：３０

趣味講座　�����　５月２０日（木）１３：３０～１５：３０　　������　５月２７日（木）９：４５～１１：４５

� � � � � � � � � �
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時　間月　　　　日教　室　名

会場：神崎公民館���������

内　　　　容時　間月　日

町花「さくら」のはなし
　　元姫路科学館長　家永善文先生

１３：３０～　
　１５：００

５月１５日�
　　（開講式）

� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名
１０：００～５月  ７日�　�（開級式）古 文 書 教 室

　（ 初 級 ）　 １０：００～５月２１日�　�
１９：３０～５月１８日�　�（開級式）英会話教室（初級）
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　３月に寺前小学校６年生（Ｈ２１年度）のみなさ
んより、
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　とのメッセージとともに、トイレットペーパー
ホルダーを中央公民館に届けていただきました。
さっそくトイレに設置したところ、トイレがパッ
ト明るくなりました。ありがとうございました。
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　第３土曜日（原則）１３：３０～１５：００まで
中央公民館と神崎公民館で交互に開催
講座：館外研修を含め１０回

���������	
����
���

指　　導　　者時　　　間月　　　　　　日場　所教　室　名
テリン・センキユ先生
門野智恵子先生１９：３０～２１：３０第１・第３　火曜日（原則）中央公民館英会話（初級）

生田　良昭先生１０：００～１２：００第１・第３　金曜日（原則）神崎公民館古文書（初級）
��������	
��
��������������

坂井　清則先生１９：３０～２１：３０９月にも広
報で再募集

１０月１３日から２９日までの
毎週水曜日と金曜日　６回神崎公民館パソコン教室

藤原恵美子先生１３：３０～１５：３０７月にも広
報で再募集

７月２４日�・１１月２７日�
３月２６日�の３回実施中央公民館ドライフラワー

教室

��������	
�

��������	
�
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　神河町赤十字奉仕団より、中央公民館と神崎公
民館に図書費を寄贈していただきました。ありが
とうございました。いただいた図書費で、「君去
りしのち」重松清、「老兵の消灯ラッパ」佐藤愛子、
「最初で最後のラブレター」信濃毎日新聞社、「か
わいいどうぶつ折り紙」山口真、「自白　刑事・
土門功太朗」乃南アサ等、中央公民館２３冊、神
崎公民館２５冊を購入させていただきました。ど
うぞご利用ください。
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１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３ 村上　春樹
アイム・ファイン！ 浅田　次郎
リスの窒息 石持　浅海
天網 ＴＯＫＡＧＥ２－特殊遊撃捜査 今野　　敏
テネシー・ワルツ 望月　　武
閉ざされて 篠田真由美
坂本龍馬に学ぶ３３の仕事術 中島　孝志
石川遼のゴルフボディトレーニング
　　１日１５分の肉体改造！ 仲田　　健
 他１２冊

�������
イソップを知っていますか 阿刀田　高
夢曳き船 山本　一力
妻を看取る日
　－国立がんセンター名誉総長の喪失と再生の記録－ 
 垣添　忠生
この世は二人組ではできあがらない　　　　　　
 山崎ナオコーラ
へいしゅうせんせえ　細井平洲　　　童門　冬二
虚報 堂場　瞬一
葛野盛衰記 森谷　明子
ロスト・シンボル　上・下　　　ダン・ブラウン
 他１６冊
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突
然
に
向
い
風
来
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉　
　
　
　
　

近
沢　

正
人

客
を
待
つ
綾
錦
織
雛
の
軸　
　
　
　
　
　
　
　

橋
元　

文
子

枝
打
ち
の
一
打
一
打
の
響
く
里　
　
　
　
　
　

高
内　

和
子

孫
か
ら
の
小
遣
い
使
う
春
の
旅　
　
　
　
　
　

高
峰　

恭
子

梅
咲
く
や
潮
の
調
べ
を
遠
く
聴
く　
　
　
　
　

上
山
眞
智
子

入
れ
替
り
鳥
来
て
つ
つ
く
実
南
天　
　
　
　
　

浅
野　

郁
子

雛
の
夜
の
は
は
の
手
造
り
散
ら
し
寿
司　
　
　

三
木　

依
子

凍
解
け
て
草
履
の
裏
の
重
た
か
り　
　
　
　
　

岸
口　

孝
彦

芝
桜
季
節
は
ず
れ
に
咲
い
て
お
り　
　
　
　
　

梶
原　

康
子

待
ち
兼
ね
た
今
宵
は 
愛  
由 
の
雛
祭 

近
沢　

節
子

あ 

ゆ

紀
州
路
や
衝
動
買
い
す
春
衣　
　
　
　
　
　
　

太
田　

敦
子
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昼
間
鳴
る
目
覚
し
時
計
春
う
ら
ら　
　
　
　
　

大
仲
美
津
子

赤
信
号
悠
々
渡
る 
孕 
み
猫　
　
　
 

　

草
壁　

美
江

は

ら

春
炬
燵
比
べ
る
喜
寿
の
生
命
線　
　
　
　
　
　

上
月　

孝
子

畑
野
菜
競
ひ
合
ふ
ご
と
茎
立
ち
ぬ　
　
　
　
　

立
岩
あ
や
子

春
耕
の
畝
整
は
ず
暮
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

福
岡
ま
ゆ
み

薄
氷
や
明
日
と
ゆ
ふ
日
の
頼
り
な
く　
　
　
　

北
條　

静
香

寒
空
や
自
転
車
の
子
の
さ
よ
な
ら
と　
　
　
　

大
和　

初
子

海
か
ら
の
声
の
聞
え
る
生
わ
か
め　
　
　
　
　

吉
岡
智
恵
子

�

�
�
�
�
�
�
�

水
仙
の
花
咲
き
誇
る
爪
木
崎

　

海
の
青
さ
に
白
を
重
ね
て　
　
　
　
　
　
　

中
野　
　

剛

電
柱
に
と
ま
り
し
鳶
に
合
図
し
て

　

賞
味
の
過
ぎ
た
る
竹
輪
を
ほ
う
り
ぬ　
　
　

綾
部
百
合
子

雪
山
を
爽
快
に
飛
ぶ
ス
キ
ー
ヤ
ー
は

　

そ
れ
ぞ
れ
国
の
期
待
を
背
負
っ
て　
　
　
　

屋 

ク
ニ
ヱ

も
み
じ
マ
ー
ク
故
に
つ
き
来
る
生
コ
ン
車
か

　

ウ
ィ
ン
カ
ー
を
出
し
て
道
端
に
寄
る　
　
　

森　

ま
さ
子

白
梅
の
固
き
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
て

　

米
寿
を
迎
え
る
元
旦
の
朝　
　
　
　
　
　
　

中
島
き
み
子

�

�
�
�
�
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�

四
国
路
や
同
行
二
人
暖
か
し　
　
　
　
　
　
　

中
野　

和
典

暖
か
や
海
見
へ
る
丘
花
日
和　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

よ
ち
よ
ち
の
デ
ビ
ュ
ー
や
今
日
の
暖
か
さ　
　

小
林　

厚
子

暖
か
や
遺
跡
め
ぐ
り
の
列
に
会
ふ　
　
　
　
　

竹
西　

教
子

廃
校
の
跡
地
土
筆
の
野
と
な
り
て　
　
　
　
　

中
島　

恵
子

野
の
草
も
ま
じ
り
て
幼
の
つ
く
し
籠　
　
　
　

松
本
や
ゑ
子
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　知っているつもりだったけれど、本当はこんな話
だったの？蟻と蝉、狼と羊飼いの少年、田舎の鼠と
都会の鼠、一人では折れない枝の束、狼と狐、盗人
と番犬などなど。安土桃山時代に日本語に翻訳され
た「イソポのハブラス」と古活字本「伊曾保物語」
をもとに、１３０余のストーリーを紹介。イソップ寓
話にこめられた厳しい世間を生き抜くための智恵と
その魅力。

������������� �������

　１９４９年にジョージ・オーウェルは、近未来小説
としての『１９８４』を刊行した。そして２００９年、
『１Ｑ８４』は逆の方向から１９８４年を描いた近過去
小説である。そこに描かれているのは、「こうで
あったかもしれない」世界なのだ。私たちが生き
ている現在が「そうではなかったかもしれない」
世界であるのと、ちょうど同じように。 
　昨年本の話題を独占した１Ｑ８４の続きＢＯＯ
Ｋ３です。
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平成２２年５月１日 ��
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� � � � � � �

���　５月２４日（月）１０：００～１１：３０
���　大河内保健福祉センター
���　子育て中の保護者と子ども
　　　　※グループ活動に入られていない方も参加でき

　　　　　ます。

　　　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒

　　　　にどうぞ）

���　わらべ歌・手遊び・絵本の読み聞かせ等
親子遊びをします。

���　無料
���　お茶

��������	
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������������������������������

����������������

�������
���������
��
������

������
長 谷
町民体育館

������
神 崎
体育センター
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　　　　ねんねグループ　１０：００～１０：５５
　　　　あんよグループ　１１：０５～１２：００

����体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き　
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（�３４－０３１５）まで連絡してください。

※グループ活動は途中入会もできます。

��������	
���


���　大河内保健福祉センターの２階
���　１０時～１６時（土・日・祝はお休みです。）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。子育て相

談も受け付けています。子育て中の方ならどなたでも

参加できますので、お気軽に遊びにお越しください。

　神河町赤十字奉仕団よ
り、「おひさまルーム」の
ベビーベッドの布団を寄
贈していただきました。
　ありがとうございまし
た。
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・子ども時代、いっぱい遊んだ経験のある人
・特技、裏技のある人
・子どもとかかわるのが好きな人
・きらきら館の行事に関心のある小学生以上の人

　あなたのお持ちになっている力をお貸しいた
だけませんか？年齢や性別は問いません。どし
どしご応募ください。

� � � � � �

神河町赤十字奉仕団のお志で、本を購入しまし
た。ありがとうございました。

・碧空の果てに
・しごとば
・ぼくらと七人の盗賊たち
　　　　　　　　他１０冊
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指
定
・
種
別　
　
　

神
河
町
指
定
文
化
財　

史
跡

　

指
定
年
月
日　
　
　

平
成　

年
３
月　

日

２２

１９

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
福
本

　

所
有
者
（
管
理
者
）
神
河
町

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

　

福
本
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
福
本
式
押
型
文
土
器
、

弥
生
時
代
の
集
落
、
奈
良
時
代
の
瓦
づ
く
り
が
主
な
特
徴
で

す
が
、
そ
の
他
に
も
古
墳
時
代
の
鉄
製
馬
具
類
や
ガ
ラ
ス
の

小
玉
、
塩
を
運
ん
だ
製
塩
土
器
や
硯
、
都
で
使
わ
れ
て
い
た

土
器
を
模
倣
し
た
暗
文
土
器
と
よ
ば
れ
る
土
器
や
山
茶
碗
と

呼
ば
れ
て
い
る
土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
世
の
墓
か
ら
は
木
製
の
箱
棺
に
埋
葬
さ
れ
た
男

性
と
推
測
さ
れ
る
人
骨
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
本
遺
跡
の
位
置
す
る
台
地
は
奈
良
時
代
末
で
い
っ
た
ん

終
焉
し
ま
す
が
、
弥
生
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
時
的
な
再
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と

推
測
で
き
ま
す
。

（ガラス小玉）

（須恵器　坏）

（石鏃）
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新
田
ふ
る
さ
と
村
で
は
、
春
の
千
ヶ
峰
登

山
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

風
薫
る
季
節
、
新
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

な
が
ら
の
登
山
の
後
、
播
磨
そ
ば
処
「
千
ヶ

峰
」
の
本
格
手
打
ち
そ
ば
を
ど
う
ぞ
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）

２３

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

参
加
費　

６
０
０
円
（
保
険
、
そ
ば
代
含
む
）

申
込
み　

新
田
ふ
る
さ
と
村
ま
で
お
電
話
で

そ
の
他　

当
日
は
、
受
付
後
、
各
自
出
発
。

　

昼
食
は
各
自
持
参
。

問
い
合
わ
せ　

新
田
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
　
　
　

�
３
３
―

０
８
７
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

神
河
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
新
規

加
盟
チ
ー
ム
の
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
春
季
・
秋
季
大
会
、
町
民

大
会
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
神
崎
支
庁

　

舎
内　

黒
田
）　
　
　

�
３
２
―

２
４
２
１

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



��

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

職
種　

行
政
事
務
、
税
務
、
土
木
、
農
業
土

　

木
、
林
業

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間　

６
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
火
）

２２

２９

１
次
試
験　

９
月
５
日
（
日
）

そ
の
他　

申
込
用
紙
、
受
験
案
内
は
、
５
月

　
　

日
か
ら
配
布

１０
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
近
畿
事
務
局

　
　
　

�
０
６
―

４
７
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６
―

２
１
９
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気
象
庁
で
は
、
平
成　

年
出
水
期
か
ら
、

２２

警
戒
の
必
要
な
地
域
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
気
象
警
報
・
注
意
報
を
市
町
村

を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。
例
え
ば
、
尼

崎
市
に
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
尼
崎
市
を
含
む
「
兵
庫
県
」、

「
南
部
」、
あ
る
い
は
「
阪
神
」
に
対
し
て

警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
出
水
期
か
ら
は
、「
尼
崎
市
」
と
明

２２

示
し
て
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
お
住
ま

い
の
場
所
が
警
戒
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
警
報
を
発
表
す
る
際
に
は
、

特
に
警
戒
が
必
要
な
災
害
を
、「
大
雨
警
報

（
土
砂
災
害
）」、「
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）」

の
よ
う
に
警
報
名
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
際
、

画
面
の
文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の

範
囲
内
で
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
表
現
で
放
送
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（        
 
 
   
        
）

や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の

携
帯
電
話
サ
イ
ト

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/saigai/bosaij

（        
 
 
  
                       oho/

    

i-index.htm
l

           
 
）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
携
帯
端
末
用　
QR

コ
ー
ド

問
い
合
わ
せ　

神
戸
海
洋
気
象
台
業
務
課

　
　
　

�
（
０
７
８
）
２
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２
―
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９
０
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ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

厚
生
労
働
省
が
平
成　

年
度
よ
り
開
始
し
た

１８

「
地
域
に
お
け
る
若
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
の
一
環
で
、
厚

生
労
働
省
か
ら
委
託
を
受
け
た
特
定
非
営
利

活
動
法
人
コ
ム
サ
ロ
ン　

が
運
営
を
し
て
い

２１

ま
す
。

　

こ
の
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り

な
ど
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る　

歳
か

１５

ら
概
ね　

歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者
を

３９

対
象
に
相
談
業
務
や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
メ

ン
タ
ル
面
と
キ
ャ
リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
を
対
象
に
出
張

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
水
）

２６

　

午
後
１
時　

分
〜
、
午
後
２
時　

分
〜
、

３０

３０

　

午
後
３
時　

分
〜
の
各
１
名
ず
つ
の
予
約
制

３０

と
こ
ろ　

サ
ル
ビ
ア
会
館　

研
修
室

　
（
福
崎
町
役
場
北
）

内　

容　
「
働
く
自
信
が
な
い
」等
の
心
の
問

　

題
を
抱
え
る
若
者
や
そ
の
保
護
者
か
ら
の

　

相
談
。

　

就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対
し
て
キ
ャ

　

リ
ア
形
成
に
関
す
る
相
談
等
。
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締
切
り　

５
月　

日
（
水
）

１９

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
崎
町
役
場
産
業
課

�
２
２
―

０
５
６
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

営
業
時
間
の
変
更

　

５
月
５
日
は
、
午
後
９
時
ま
で
営
業
し
ま

す
。
教
室
も
平
常
ど
お
り
開
催
し
ま
す
。

臨
時
休
館

　

５
月　

日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
の
間
、
施

２３

設
の
修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
間

臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
用

者
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
わ
せ　

町
民
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

�
３
５
―

０
５
３
６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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淡
路
島
く
に
う
み
協
会
で
は
、
明
石
海
峡

大
橋
通
行
料
、
ま
た
は
明
石
淡
路
フ
ェ
リ
ー

利
用
料
の
一
部
を
支
援
し
、
淡
路
島
の
旅
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

対
象　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体

・
明
石
海
峡
を
往
復
す
る
こ
と
。

　
（
交
通
手
段
は
明
石
海
峡
大
橋
、
明
石
淡

　

路
フ
ェ
リ
ー
の
ど
ち
ら
で
も
可
）

・
淡
路
島
内
の
観
光
対
象
施
設
を
２
ヵ
所
以

　

上
観
光
す
る
こ
と
。

・
自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど

　

も
会
な
ど
の
地
域
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
あ

　

る
こ
と
。

・　

名
以
上
の
参
加
で
、
貸
切
バ
ス
を
利
用

２０

　

す
る
こ
と
。

　

※
次
の
助
成
事
業
と
併
用
可
能
で
す
。

　
　

走
る
県
民
教
室
バ
ス
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
バ
ス
、
都
市
農
村
交
流
バ
ス
、
し
ご

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
バ
ス
、
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー

リ
ズ
ム
バ
ス

助
成
額　

バ
ス
１
台
あ
た
り

・
本
四
高
速
の
料
金
区
分

　
　

特
大
車　

５
０
０
０
円

　
　

大
型
車　

３
０
０
０
円

　
　

中
型
車　

２
０
０
０
円

・
明
石
淡
路
フ
ェ
リ
ー

　
　

一
律　
　

５
０
０
０
円

旅
行
期
間　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２３

３１

募
集
期
間　

平
成　

年
３
月
７
日
（
月
）
ま

２３

　

で
（
先
着
１
０
０
０
台
）

問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
　
　

�
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日
本
赤
十
字
社
は
、「
人
の
命
と
尊
厳
を

守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
世
界
各
国
の

赤
十
字
社
と
と
も
に
、
医
療
救
護
要
員
の
派

遣
な
ど
、
紛
争
や
災
害
、
病
気
で
苦
し
ん
で

い
る
人
々
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
で
も
地
震
や
台
風
な
ど
に

よ
る
被
災
者
の
救
援
活
動
や
物
資
の
配
付
、

医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
財
源
は
、
赤
十
字
の
理

念
に
賛
同
し
て
加
入
し
て
い
た
だ
い
た
「
社

員
（
会
員
）」
が
出
し
た
お
金
「
社
資
」
や
、

広
く
住
民
の
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
寄
付

金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
員
は
、
個
人
・
法
人
ど
な
た
で
も
加
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
の
支
援
の
た
め
に
、
是
非
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部

　

�
（
０
７
８
）
２
４
１
―

８
９
２
１

�
�
�
�
�
�
�
�

５
月　

日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

１４

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
受
付
は
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

５
月　

日（
火
）午
前
９
時
〜　

時

１１

１２

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　
　
　

�
３
２
―

２
４
２
１
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自
動
車
保
険

お
よ
び
自
賠
責
保
険
の
請
求
に
関
す
る
相
談
、

苦
情
を
専
門
の
相
談
員
が
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
保
険
の
こ
と
で

お
困
り
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

神
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

�
０
７
８
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２
２
２
―
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２
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広
報
か
み
か
わ
で
は
、「
ま
ち
の
笑
顔
」
に
登

場
し
て
く
れ
る
お
子
様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

か
わ
い
い
お
子
様
の
写
真
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
様
な
ら
一
人
で

も
、
兄
弟
一
緒
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
掲
載
は
、

無
料
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
�
３
２
―
２
７
５
２
ま
で
。　
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